
 

 

第８回「災害対策セミナー ㏌東京」 
 

 
（一社）建設コンサルタンツ協会関東支部、（一社）東京都測量設計業協会及び 

（一社）東京都地質調査業協会（以下「３団体」という。）は、平成２５年６月２５

日に東京都との間で、災害時等における設計、測量、地質調査等の応急対策業務に

関する協定を締結するとともに、東京都建設局・港湾局との間で各局の所管業務の

実施に関する細目協定を締結しております。 
 
 
 
 
 
 

 
 
東日本大震災の発生後 15 年が過ぎ、現在も復興事業は進められていますが、その

後も 2016 年 4 月に熊本地震、2024 年 1 月に能登半島地震が発生し甚大な被害が出

ています。また、今後、「南海トラフ巨大地震」や「首都直下地震」の発生確率が高

い数字で予想されています。 
一方、昨年 12 月には首都直下地震の新たな被害想定が公表されましたが、東日本

大震災を始めとした過去の災害を忘却し事前の備えを怠ることこそが「国難災害」

に繋がるという警鐘を鳴らしています。 
このような状況を踏まえ、東京都と３団体の連携による「大規模災害の発生に備え

るための防災・減災の取り組み」について考えるセミナーを開催いたします。 
各協会会員の皆様におかれましては、是非奮ってのご参加をお願いいたします。 
 

＊ ＊ ＊ 
 
テーマ ： 首都東京における直下地震等の大規模災害に向けた 
                     防災・減災の取り組みについて 

日 時 ： 令和８年９月１０日（木） １３：００～１７：００ 

会 場 ： 新宿区立牛込箪笥区民ホール（新宿区箪笥町 15 番地） 

主 催 ： 一般社団法人 東京都測量設計業協会 
      一般社団法人 建設コンサルタンツ協会関東支部 
      一般社団法人 東京都地質調査業協会 
後 援 ： 東京都 

対 象 ： ３団体協会員等（参加費無料） 

ＣＰＤ ： 各団体関係ＣＰＤ３ポイント付与（予定） 

 

＜協定のポイント＞ 
・首都東京における災害時等において、東京都が管理する道路、港湾などの施設の

被害状況を迅速に把握し早期に対策を実施するために、３団体に対して都が協力

要請を行う 
・３団体は要請に基づき、できる限り速やかに応急対策業務を実施する 
・都と３団体の協議事項において、応急対策業務の費用負担や損害の負担等につい

て定めている 



 
 

＜プログラム＞ 

 

司会 一般社団法人 東京都測量設計業協会   

     総務委員  橋場 定雄 

 

13:00 開会挨拶  一般社団法人 建設コンサルタンツ協会関東支部 

支部理事 災害時対応検討委員会 委員長 田中  剛 

 

13:05 挨拶    東京都総務局 総合防災部長          野田  敏 

 

13:10 基調講演「予想される地震時の具体的な地盤災害と必要な備え」 

東京電機大学 名誉教授  

東京電機大学総合研究所 客員教授       安田  進 

        

14:10 「東京都における災害時への取り組みについて」 

             東京都総務局総合防災部防災計画課 課長   萩原 幸太郎 

                   東京都建設局河川部防災課 課長         野元 秀美 

           東京都港湾局港湾整備部技術管理課 課長      樋口 友行 

 

 

15:00            （ 休 憩 ） 

 

15:10 「災害対策に向けた東京都測量設計業協会の活動状況」 

一般社団法人 東京都測量設計業協会 
災害対策特別部会委員    井村 龍一 
 

15:40 「東京における災害時の地質リスク」 

一般社団法人 東京都地質調査業協会 

                技術委員長    川井 康右 

 

16:10 「災害時における建設コンサルタンツ協会の取り組み」 
一般社団法人 建設コンサルタンツ協会関東支部 

災害時対応検討委員会委員   服部 唯之 

 

16:40 閉会挨拶  一般社団法人 東京都地質調査業協会   会長 大山 洋一  

 

＊ ＊ ＊ 

【担当】 

一般社団法人 東京都測量設計業協会       03-3235-7241 戸上 

一般社団法人 建設コンサルタンツ協会関東支部  03-6276-6691 横山 

一般社団法人 東京都地質調査業協会       03-3252-2963 岡部 


